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令和２年度世田谷区総合教育会議（第１回）の実施結果について 

 

令和２年度世田谷区総合教育会議（第１回）を下記のとおり開催したので報告する。 

 

記 

 

１ 日時・会場 

  令和２年７月３１日（金）１４時３０分～１６時１５分 世田谷区民会館ホール 

なお、今回は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、会場での区民傍聴は行わ

ず、インターネット録画配信（８月６日配信開始）とした。 

 

２ 構成員 

  区長、教育長、教育委員 

 

３ 主な内容 

「新型コロナウイルス感染症に対応した新たな学び」をテーマに、「ＩＣＴの活用によ

ってこれからの世田谷の教育はどうあるべきか」と「with コロナ、after コロナの時代に

おける教育や社会のあり方について」の２点について議論をした。なお、教育委員会事務

局統括指導主事及び区立中学校教諭による学校休業期間中における区の取り組み等の説

明後、政策経営部政策企画課長の司会・進行のもとで議論を行った。主な意見は以下のと

おり。 

【ＩＣＴの活用によってこれからの世田谷の教育はどうあるべきか】 

 区長  

・ＧＩＧＡスクール構想に基づき、環境整備が進められることで、児童・生徒一人ひと

りにタブレット端末が手渡されることになるが、子どもたちの創造性に富んだ使われ方

を引き出すためには、教員や教育委員会、外部の専門家などの支援も必要である。保護

者の視点も踏まえながら、区としてどのような支援に取り組むべきか議論を深めていき

たい。 

 教育委員  

・ＩＣＴを活用することで個別最適化された学びを共有しながら、場所を問わずに学ぶ

ことが可能となる。保護者からの期待も大きい中で、どの学校でも同じように学びの

機会が提供できる環境を整備することが重要である。 

・子どもたちがＩＣＴを活用することで、主体的な学びの姿勢を生み出すことが期待さ

れる。ＩＣＴ機器に詳しくない保護者もいるため、学校と保護者の連携を一層深め、

家庭での学習支援にも一体的に取り組む必要がある。 

・ＩＣＴを最大限活用するためには教員のスキルアップが欠かせない。学校任せの運用

ではスキルの高い教員の負担が大きくなるため、教員へのサポート体制を充実させる

ことが重要であり、区はこうした体制づくりを積極的に進めていく必要がある。 



・この間の生活様式の変化により、ＩＣＴの有用性に期待が持たれる一方、実体験に基

づいた知識など、ＩＣＴでは得難い非認知能力の重要性も再確認した。今後、ＩＣＴ

が教育に様々な形で入ってくるが、どのようにバランスをとっていくかが課題である。 

 教育長  

・この間の休校期間を経て、協働的で多様な学びの重要性や子どもの安全を守るための

学校の役割を再認識した。子どもたちの孤独感を感じさせないことが重要であり、従

来からの対面型の指導を大事にしながら、今後はＩＣＴを活用したオンライン学習と

組み合わせながら探究的な学びを展開していくことが重要になっていく。 

 

【with コロナ、after コロナの時代における教育や社会のあり方について】 

 区長  

・区では既にＧＩＧＡスクール構想に基づくタブレット端末の配備等について予算措置

を講じているが、これだけではスタートラインに立ったに過ぎず、ＩＣＴを活用して

今後の教育をどのように展開していくのか、また、デジタル環境で得た経験をどのよ

うに現実世界に落とし込んで生かしていくのか、そのメカニズムを考えていく必要が

ある。今後、国内だけでなく世界中で起こる学びの変化にアンテナを立て、優れた授

業の事例を区でも展開できるような体制づくりが必要である。 

 教育委員  

・教員には、今が教育の変革期であるということを強く認識し、従来の指導法や学校の

常識を見直しながら積極的に改革を進めていってほしいが、区としても教員の意欲を

高めるため、授業内容の裁量を広く認めることや、成長できる機会を提供することが

重要である。 

・ＩＣＴを活用することで海外の児童・生徒や異文化交流の機会が増え、子どもたちの

社会性が育まれることが期待される。 

・これからの社会において、多様性を尊重し、チャレンジすることに意欲的に取り組み

ながら自分で決めることができる力を養うことが必要である。 

教育長  

・これからはＩＣＴの利点を理解し、教員や地域の方も対面指導とオンライン学習を組

み合わせて考えるなど、学びに対する意識改革とあわせて教育を新しい考え方に変え

ていくことが必要である。 

 区長  

・教室で対面する授業とＩＣＴを通じて繋がる授業の学び方の違いについて議論がされ

たが、ＩＣＴによってもたらされるデジタル環境だけでは子どもたちの社会性を形成

するために必要な要素をすべて伝えることはできない。一人ひとりの違いに即した教

育を区としてどのように推進していくべきか、今後も議論を深めていきたい。 

 

４ 次回開催予定等 

１０月３１日（土）午後、世田谷区民会館ホールにて、世田谷教育推進会議（第２回）

と世田谷区総合教育会議（第２回）を同日・同会場での開催とする。 

開催形式やテーマ設定などは、新型コロナウイルス感染症の動向や第１回総合教育会議

における議論等を踏まえ決定していく。 


